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多
文
化
共
生
と
は
？

　

み
な
さ
ん
は
、
多
文
化
共
生
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍
や
民

族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

に
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い
、
対

等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
共
に
生
き
て

い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
す
。

地
域
に
身
近
な
外
国
人

　

現
在
、
本
市
に
は
12
ヵ
国
、
約

１
６
０
人
の
外
国
人
の
み
な
さ
ん

が
生
活
し
て
い
ま
す
。
就
労
や
結

婚
な
ど
で
定
住
し
て
い
る
人
、
勉

強
や
仕
事
の
た
め
に
一
時
的
に
滞

在
し
て
い
る
人
な
ど
、
事
情
は

様
々
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
大
久
野
島

を
中
心
に
、
非
常
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
、

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

互
い
を
認
め
合
う
た
め
に

　

国
籍
・
文
化
が
異
な
る
外
国
人

の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
私
た
ち
は

ど
う
接
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

人
は
誰
で
も
、
自
分
の
中
で
の

「
常
識
」
や
「
当
た
り
前
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
「
当
た
り
前
」

の
意
識
か
ら
お
互
い
に
抜
け
出
し

て
、
相
手
を
よ
り
理
解
し
合
お
う

と
す
る
こ
と
が
、
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

外
国
人
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
に
関
心
を
持

ち
、
外
国
人
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、

文
化
的
・
制
度
的
な
問
題
を
共
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
相
互
理
解
を
深
め
、

人
権
意
識
を
育
て
る
啓
発
事
業
を

進
め
る
ほ
か
、
市
か
ら
の
情
報
が
、

市
内
で
生
活
す
る
外
国
人
の
み
な

さ
ん
に
も
円
滑
に
伝
わ
る
よ
う
、

ご
み
の
出
し
方
等
の
生
活
情
報
を

多
言
語
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
に
対
す

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
の
一
環

と
し
て
、
観
光
情
報
の
多
言
語
化

や
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

外
国
籍
の
市
民
や
外
国
人
観
光

客
が
、
安
心
し
て
快
適
に
過
ご
せ

多文化共生の
まちづくり

男女共同参画ってなあに？！
　ずばり！「男女平等」のことです。

　市では平成 24(2012) 年度「第２次たけはら 21 男女

共同参画プラン」を策定しました。目標にむけ男女平

等社会づくりの取組を行っていかなければなりませ

ん。「平成 27（2015）年版　広島県の男女共同参画に

関する年次報告」では、雇用者のうち正規労働者の割

合は女性 40.9％で男性の 73.8％を大きく下回り、一

方、パート・アルバイトなど非正規労働者の割合は女

性 55.4％で男性の 18.2％を大きく上回っています。

　性別に関係なく経済的にも安定した生活を送ること

は、だれもが幸せを感じ、心豊かに暮らせる社会をつ

くるために大切な要素のひとつです。

　市では、「一人ひとりが自分らしく輝けるまち・竹原」

を目指して、今年度も「たけはら男女共同参画社会づ

くり講座」を開催します。

　たくさんのご参加をお待ちしています。

問い合わせ

　たけはら男女共同参画

　社会づくり実行委員会

　（人権推進室内）

　☎２２-７７３６

る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
相
談
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
生

活
で
き
る
ま
ち
を
、
み
ん
な
で
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

咲かせよう 人権の花

　11 月 25 日～ 30 日、市内の小学 1 年

生に、人権擁護委員が「人権の花」（ヒ

ヤシンス球根）の配付や命の大切さと他

者への思いやりの心を学ぶ紙芝居などを

行いました。

　２月頃、協力して育てたヒヤシンスの

花が咲くのが楽しみですね。


